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A：予定を上回る進捗

B：概ね予定どおり

C：遅れている。
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【事業目的】

二次交通の状況調査を実施し、調査結果を二次交通の充実に反映させる。

【事業内容】

毎年、バス、タクシー、ハイヤー、レンタカーの台数等の調査を実施し、課題の抽出と解決策の検
討を行い、二次交通の充実を図る。

【本計画終了時点のゴール】

二次交通に係る車両台数の状況調査を継続して施策に反映する。

「佐渡金銀山」保存・活用行動計画
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Ⅰ．アクセスルートの整備・来訪者の誘導等

事業(施策)名 ９　二次交通の状況調査

佐渡市交通政策課

関連団体
佐渡地区ハイヤー協会、新潟交通佐渡
（株）

事業実施期間 Ｈ28～R６
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【Ｒ４年度計画】

バス、タクシー、レンタカーの台数調査（毎年６月頃）

観光二次交通ルートのバス乗降調査（月単位集計）

【Ｒ４年度実績】

バス、タクシー、レンタカーの台数調査を実施

観光二次交通ルートのバス乗降者調査を実施

車両台数調査を7月に実施
乗合バス46台、貸切バス：38台、タクシー：53台、レンタカー：414台（通常期）
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【課題】

バス、タクシーは車両台数を維持しているが、乗務員の確保が課題となっている。

観光用途のレンタカーは需要に応じて増車しているが繁忙期は不足している。

【今後の取組】

車両台数調査及び路線バスの乗降車数調査を継続することで、輸送資源の現状把握を行う。

事
業
評
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【ゴールに対するR４末の達成度】 台数調査は計画通りに実施したため、B評価とする。

　　〔　A  ・  B  ・  C　〕
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